
（別紙３）

〜 令和８年 2⽉ 1⽇

（対象者数）        ９⼈ （回答者数）             ９⼈

〜 令和8年 2⽉ 1⽇

（対象者数）         7⼈ （回答者数）              7⼈

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

必要に応じて視覚的⽀援を⾏
い利⽤者に向き合った⽀援を
⾏う。

2 地域活動への取り組みを⾏う

3
⼀⼈⼀Rの特性に合わせた⽀
援内容等を⼯夫する。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
スケジュールを作って視覚化
していく

2
パーテーションを違うものに
変えていく

3

広いスペースを使って特性に
応じた⽀援を⾏っている。

運動の時間内で興味を持って
活動に取組める⽀援を⾏う。

⾃由でのびのびとした環境で
ある。

活動しやすい環境の中で個々
の好みや気持ちを出すことが
できる。

活動の中で特性や好みに合わ
せ個別の活動を⽤意してい
る。

その⼦に合った様々なプログ
たむを⽤意実施している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

広いスペースでの活⽤はいい
事だけど、仕切りが無い

時間帯によって⼯夫して決め
ている

パーテーションの区切りだけ
でプライバシーがない パーテーションの使い⽅

令和8年 ５⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年 2⽉ 14⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 なないろテラス鍋島教室

○保護者評価実施期間 令和７年 ５⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


